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秋
分
の
日
「
彼
岸
」 

  

九
月
二
十
二
日
は
「
秋
分
の
日
」
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
日
は
、
昼
と
夜
の
長
さ
が
等
し
く
な

る
日
で
す
。
秋
分
の
日
の
三
日
前
を
「
彼
岸
の

入
り
」
、
秋
分
の
日
の
三
日
後
を
「
彼
岸
の
明

け
」
と
言
い
い
、
そ
の
全
七
日
間
を
「
彼
岸
」

と
言
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
ご
先
祖
様
を
敬

い
、
忍
ぶ
こ
と
を
大
事
と
し
て
き
ま
し
た
。
各

家
々
で
は
、
お
墓
参
り
や
仏
壇
参
り
を
し
て
感

謝
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
宮
中
で
も
秋
季
皇
霊
祭

（
し
ゅ
う
き
こ
う
れ
い
さ
い
）
と
い
う
歴
代
天

皇
の
御
霊
を
お
ま
つ
り
す
る
祭
典
と
秋
季
神

殿
祭
（
し
ゅ
う
き
し
ん
で
ん
さ
い
）
と
い
う
神

恩
感
謝
を
捧
げ
る
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
神
道

の
根
本
で
あ
る
「
敬
神
崇
祖
」
（
神
を
敬
い
先

祖
を
あ
が
め
る
）
と
い
う
教
え
を
昔
か
ら
大
切

に
し
て
い
る
の
が
日
本
人
で
す
。 

浦
幌
神
社
秋
季
例
大
祭
の
ご
案
内 

来
る
九
月
二
十
日
、
浦

幌
神
社
秋
季
例
大
祭
を
斎

行
致
し
ま
す
。
今
年
の
豊

作
、
豊
漁
、
豊
緑
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
の
繁
栄
、
氏
子
崇

敬
者
皆
様
の
安
寧
を
ご
祈

念
致
し
ま
す
。
式
典
後
に

は
奉
納
行
事
を
行
い
ま
す
。 

秋
季
例
大
祭 

午
後
六
時 

奉
納
行
事 

 

午
後
六
時
四
十
分 

・
神
楽
舞
（
浦
幌
神
社
神
楽
舞
月
姫
会
） 

・
剣 

道
（
浦
幌
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
） 

・
空
手
道
（
浦
幌
町
空
手
道
連
盟
・
少
年
団
）

※
奉
納
行
事
は
ど
な
た
で
も
参
列
で
き
ま
す
。 

乳
神
神
社
秋
季
祭
の
ご
案
内 

 

九
月
二
十
一
日
、
ご
神
体
が

鎮
ま
る
ご
本
殿
の
御
扉
を
お
開

き
し
、
乳
神
神
社
秋
季
祭
を
斎

行
致
し
ま
す
。
参
列
者
の
各
種

願
い
事
も
ご
祈
願
致
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
参
列
く
だ
さ
い
。 

乳
神
神
社
秋
季
祭 

午
前
十
一
時
よ
り 

※
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
受
付 

願
い
事 

子
授
け
祈
願 

 

安
産
祈
願 

 
 

 
 

病
気
平
癒
祈
願 

健
康
祈
願 

 
 

 
 

縁
結
び
祈
願 

 

そ
の
他 

玉
串
料 

三
千
円
よ
り
お
気
持
ち 

秋
季
社
日
祭
の
ご
案
内 

九
月
二
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
、
秋
季
社

日
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。
社
日
祭
で
は
、
農

耕
神
に
感
謝
を
捧
げ
、
今
年
の
農
事
安
全
と

豊
作
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

浦
幌
町
戦
没
者
慰
霊
祭
斎
行 

去
る
八
月

十
五
日
、
戦

没
者
慰
霊
祭

を
忠
魂
碑
に

て
斎
行
致
し

ま
し
た
。
今

年
は
、
阿
含
宗
帯
広
道
場
の
方
々
の
ご
参
列
も

い
た
だ
き
、
先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
落
と
さ
れ

た
浦
幌
町
出
身
の
御
英
霊
に
対
し
感
謝
の
誠

と
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 6 年  
9 月号  
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花
手
水
の
苔
山
と
花
奉
納 

こ
の
度
、
庭
師｢

に

わ
た｣
の
森
亮
氏
よ

り
花
手
水
に
飾
る
苔

山
の
流
木
ア
ー
ト
を

制
作
奉
納
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
お

盆
に
あ
わ
せ
て
元
木

一
彦
氏
、
熊
野
正
徳

氏
、
青
木
達
雄
氏
、
青
木
信
也
・
睦
美
氏
よ
り

花
手
水
用
の
花
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

境
内
の
枝
拾
い
奉
仕 

八
月
二
十
日
、
浦
幌
神
社
夏
季
み
こ
し
祭
に

向
け
て
阿
含
宗
帯
広
道
場
の
四
名
が
来
社
し
、

忠
魂
碑
ま
わ
り
と
樹
霊
塔
ま
わ
り
に
落
ち
た

枝
拾
い
の
ご
奉

仕
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
の

崇
敬
の
念
に
心

よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

夏
季
み
こ
し
祭
斎
行 

 

八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
浦
幌
神
社
夏

季
み
こ
し
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
神
輿
渡
御

当
日
の
天
候
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

雨
も
降
ら
ず
、
猛
暑
に
も
な
ら
ず
、
最
高
の
天

候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い

た
当
番
区
（
本
町
、
栄
町
一
区
、
住
吉
町
二
区
）

を
は
じ
め
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
よ
り
、
多
大

な
る
ご
協
賛
、
ご
協
力
を
賜
り
、
諸
行
事
す
べ

て
を
滞
り
な
く
、
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
氏
子
会
役
員
一
同
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
神
輿
渡
御
祭
の
は
じ
ま
り
は
、

正
確
な
記
録
が
な
く
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
昭
和
二
十
四
年
の
写
真
が
現
存
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
以
外
は
、
継
続
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
少
な
く
て
も
七
十
三
回
目
の
お
祭

り
と
な
り
ま
し
た
。
各
町
内
会
が
用
意
し
て
く

れ
る
御
旅
所
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
に
あ
っ

て
も
、
各
町
内
会
あ
げ
て
の
ご
接
待
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
昔
も
今
の
変
わ
ら
な

い
「
浦
幌
町
民
の
温
か
さ
」
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
と
と
も
に
、
皆
が

楽
し
く
、
幸
せ
に
な
れ
る
お
祭
り
を
子
へ
孫
へ

と
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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